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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 10月 27日 (2003.10.27)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 は 、 こ れ ら の 問 題 を 研 究 の 結 果 な さ れ た も の で 、 ヘ ッ ド 本 体 と カ バ ー 基 板 の
接 着 、 あ る い は 圧 電 素 子 と 圧 電 素 子 の 接 着 が 、 隔 壁 の 変 形 を 阻 害 せ ず 、 イ ン ク も れ や 剥 離
を 生 じ る こ と な く 、 ま た カ バ ー 基 板 を 改 良 す る こ と で 効 率 的 な イ ン ク 吐 出 を 可 能 と し た イ
ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 及 び イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド １ の イ ン ク 室 Ａ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ れ
は 、 ス ト レ ー ト な イ ン ク 流 路 の ノ ズ ル 孔 側 を 浅 く し て イ ン ク 流 路 端 と ノ ズ ル 板 ５ の 接 合 部
の 段 差 を 小 さ く し た も の で あ り 、 の 深 さ は ダ イ シ ン グ ソ ー の 位 置 を 変 え る こ と で 制
御 で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
こ の よ う に ノ ズ ル 孔 側 で を 浅 く し て 、 イ ン ク 流 路 端 と ノ ズ ル 板 ５ の 接 合 部 の 段 差 を
小 さ く し た の で 、 ノ ズ ル 孔 側 に 気 泡 の 溜 る こ と が な く 、 イ ン ク の 安 定 し た 高 速 吐 出 が 可 能
で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ４

鋭 意

溝 １ ２

溝 １ ２



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ４ 】
２ 枚 の 圧 電 素 子 を 接 着 す る 硬 化 型 接 着 剤 層 の 硬 化 後 の 厚 み が １ ０ ～ １ ５ μ ｍ 以 下 が 好
ま し い 。 硬 化 後 の 厚 み が １ ０ μ ｍ 以 下 で あ る と 、 接 着 の 信 頼 性 が 不 十 分 で あ り 、 イ ン ク も
れ を 起 こ し 易 い 。 硬 化 後 の 厚 み が １ ５ μ ｍ を 越 え る と 、 電 極 の 接 続 が 阻 害 さ れ る 。 カ バ ー
基 板 と ヘ ッ ド 本 体 の 接 着 層 の 硬 化 後 の 厚 み は ２ μ ｍ 以 下 で 、 接 着 部 の １ 部 が 直 接 接 触 す る
こ と が 好 ま し い 。 硬 化 後 の 厚 み が ２ μ ｍ を 越 え る と 接 着 剤 の 層 が 形 成 さ れ 、 軟 い こ の
層 が 側 壁 の 変 形 を 吸 収 し て し ま う 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ６ 】
こ の た め 、 硬 化 型 接 着 剤 層 の 厚 み が 硬 化 後 １ ０ ～ １ ５ μ ｍ 必 要 で あ る 。 接 着 層 が 厚 く
な る と 、 メ ッ キ 法 で 電 極 を 形 成 す る と 、 電 極 の 接 続 が 阻 害 さ れ る が 、 蒸 着 で は そ の よ う な
阻 害 は 起 こ ら な い 。 電 極 接 続 を 確 実 に す る に は 、 異 方 導 電 性 接 着 剤 で 、 ２ 枚 の 圧 電 素 子 を
接 着 す る こ と が 好 ま し い 。 接 着 層 の 厚 み が ｌ ０ μ ｍ 以 上 で も 、 接 着 剤 に 導 電 性 が 有 る の で
、 電 極 の 接 続 が 遮 断 さ れ る こ と は な い 。 ま た 、 こ の 硬 化 型 接 着 剤 は 、 圧 力 が 掛 か る 方 向 に
だ け 導 電 性 で 、 そ の 他 の 方 向 に は 、 絶 縁 性 な の で 、 隣 の イ ン ク 室 の 電 極 と 短 絡 す る こ と は
な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ７ 】
硬 化 型 接 着 剤 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に グ ラ ビ ヤ ー フ レ キ ソ 印 刷 法 で 接 着 面 に 塗 布 す
る 。 グ ラ ビ ア ロ ー ル ７ ０ に 供 給 デ ィ ス ペ ン サ ７ １ に よ り 硬 化 型 接 着 剤 を 供 給 し 、 こ
の 硬 化 型 接 着 剤 を ブ レ ー ド ７ ２ に よ り 均 一 化 し 、 こ の グ ラ ビ ア ロ ー ル ７ ０ に 供 給 さ
れ た 硬 化 型 接 着 剤 を 印 刷 ロ ー ル ７ ３ に 転 移 し 、 印 刷 ロ ー ル ７ ３ 上 に 転 移 さ れ た 硬 化
型 接 着 剤 を 圧 電 素 子 上 に 印 刷 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ８ 】
特 開 平 ９ － １ ０ ９ ４ ０ １ 号 公 報 、 特 開 平 ９ － １ ２ ３ ４ ６ ６ 号 公 報 は 、 ス ク リ ー ン 印 刷 で 接
着 剤 を 圧 電 素 子 に 塗 布 し て 、 脱 泡 し て 、 接 着 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 図 １ ２ に 示 す よ
う に １ 枚 の 圧 電 素 子 ７ ５ 上 に 、 ス ク リ ー ン 印 刷 で 硬 化 型 接 着 剤 を 塗 布 し て 硬 化 型 接
着 剤 層 に 含 ま れ る 気 泡 を 除 去 し て 接 着 す る 方 法 で あ る が 、 ス ク リ ー ン 印 刷 は 、 メ ッ シ
ュ の 細 か い ス ク リ ー ン ７ ６ を 通 し て 硬 化 型 接 着 剤 を 圧 電 素 子 ７ ５ の 上 に 塗 布 す る の
で 、 膜 厚 を 精 密 に 制 御 で き な い 。 特 に 、 ミ ク ロ ン オ ー ダ ー の 薄 膜 の 膜 厚 を 精 密 に 制 御 す る
こ と は 難 し い 。 使 用 す る 硬 化 型 接 着 剤 は 接 着 箇 所 か ら 流 れ 出 さ な い よ う に 粘 度 の 高
い 物 を 使 用 す る 必 要 が あ る が 、 こ の よ う な 高 粘 度 物 を ス ク リ ー ン 印 刷 す る と 、 塗 布 面 に 、
著 し い 凹 凸 が 生 ず る 。 こ の ま ま 接 着 す る と 、 多 数 の 気 泡 が 硬 化 型 接 着 剤 に 含 ま れ る
の で 、 気 泡 を 除 去 し て 接 着 す る こ と が 必 要 に な る 。 こ れ は 、 大 変 に や っ か い で あ り 、

接 着 剤 層 ８ ０ に 気 泡 が 残 り 易 い 。
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【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ４ 】
特 開 平 ９ － １ ３ １ ８ ６ ４ 号 公 報 は シ ェ ブ ロ ン 型 ヘ ッ ド の 圧 電 素 子 と 圧 電 素 子 の 接 着 層 の 厚
み を １ ０ μ ｍ 以 下 に し な い と メ ッ キ で 形 成 し た 電 極 が 、 接 着 層 で 不 連 続 に な る と 主 張 し て
い る 。 し か し 蒸 着 法 で 電 極 を 設 け る と 、 そ の よ う な こ と は 起 こ ら な い 。 し か し こ こ は 激 し
く 運 動 す る 箇 所 な の で 、 電 極 の 不 連 続 を 防 ぐ た め 、 導 電 性 接 着 剤 を 使 う の が 好 ま し い
。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ９ 】
圧 電 素 子 同 士 を 接 着 す る 硬 化 型 接 着 剤 は 、 接 着 部 か ら は み 出 し て は い け な い 。 一 般 に 、 エ
ポ キ シ 接 着 剤 は 、 昇 温 に 伴 い 、 粘 度 が 指 数 関 数 的 に 低 下 す る の で 、 室 温 で は 、 流 れ 出 さ な
く と も 、 硬 化 時 、 加 熱 す る と 、 粘 度 が 極 端 に 低 下 し て 、 接 着 部 か ら 、 流 路 に 流 れ 出 し て 、
固 ま り 、 流 路 を 閉 塞 し た り 、 電 極 の 形 成 を 妨 げ る の で 、 硬 化 温 度 で も 高 い 粘 度 を 保 つ 接 着
剤 を 使 用 し な く て は な ら な い 。 こ れ は 、 室 温 で は 、 極 め て 高 い 粘 度 、 例 え ば 、 １ ０ ０ ～ ８
０ ０ と い う 高 い 粘 度 の 接 着 剤 を 使 用 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う に 粘 度 の 高 い も の を
、 薄 膜 状 に 均 一 に 塗 布 す る の は 難 し く 、 印 刷 技 術 を 使 用 す る 必 要 が あ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ １ 】
硬 化 型 接 着 剤 は 、 圧 電 素 子 に 比 較 し て 、 弾 性 率 が 低 い 。 例 え ば 、 Ｐ Ｚ Ｔ の 弾 性 率 は 、 約 １
０ ０ ～ １ ５ ０ Ｇ Ｐ ａ で あ る が 、 硬 化 型 接 着 剤 層 の 硬 化 後 の 弾 性 率 は ３ Ｇ Ｐ ａ 程 度 に す ぎ な
い 。 こ の た め 、 圧 電 素 子 が 変 位 し て も 、 硬 化 型 接 着 剤 層 が 厚 い と 、 圧 電 素 子 の 変 位 が 喰 わ
れ る の で 、 硬 化 型 接 着 剤 層 の 厚 さ は 、 薄 い 方 が 良 い 。 特 に カ バ ー 基 板 と の 接 着 部 は 、 変 形
す る 隔 壁 の 根 元 に な る の で 、 、 接 着 面 が 一 部 直 接 接 触 す る よ う に ２ μ ｍ 以 下 に す る 必
要 が あ る 。 し か し 、 圧 電 素 子 と 圧 電 素 子 の 接 着 部 は 変 形 の 中 央 に あ た る と こ ろ な の で 、

は 要 求 さ れ な い 。 実 験 か ら 、 こ の 部 分 の 硬 化 型 接 着 剤 層 の 厚 み は 、 信 頼 性 を 考 え る と 、
１ ０ ～ １ ５ μ ｍ が 好 ま し く 、 １ ５ μ ｍ を 越 え る と 電 極 接 続 の 信 頼 性 が 低 下 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ２ 】
圧 電 素 子 が 変 位 し て 発 生 す る 圧 力 が イ ン ク に 伝 え ら れ て 、 イ ン ク が ノ ズ ル か ら 吐 出 す る が
、 イ ン ク 室 の 隔 壁 が 柔 ら か い と 、 圧 力 を 隔 壁 が 吸 収 し て し ま う 。 隔 壁 の 両 側 面 に は 、 圧 電
素 子 よ り 金 属 電 極 が 設 け ら れ て い る の で 、 十 分 硬 い が 、 カ バ ー 基 板 は 、 分 極 し て な い
圧 電 素 子 で つ く ら れ て い る の で 、 こ こ で 、 圧 力 が 吸 収 さ れ る 。 こ の た め 、 カ バ ー 基 板 に は
、 焼 結 ア ル ミ ナ 、 石 英 ガ ラ ス 類 、 焼 結 コ ー デ ュ ラ イ ト 、 焼 結 ム ラ イ ト の い ず れ か 、 ま た は
ジ ル コ ニ ア 、 安 定 化 ジ ル コ ニ ア 、 部 分 安 定 化 ジ ル コ ニ ア 、 ジ ル コ ニ ア 強 化 セ ラ ミ ッ ク ス 、
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正 方 晶 ジ ル コ ニ ア 多 結 晶 体 等 、 圧 電 素 子 よ り 、 弾 性 率 の 高 い も の を 使 用 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ７ 】
ま た 、 シ ェ ブ ロ ン 型 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド で は 、 ２ 枚 の 圧 電 素 子 を 接 着 し た 後 、 溝 を 形
成 し て 、 溝 の 隔 壁 の 側 面 に 電 極 を 設 け る が 、 圧 電 素 子 表 面 と 接 着 層 表 面 で は 、 表 面 特 性 が
異 な る の で 、 金 属 電 極 が 、 接 着 部 に は 付 着 し に く い 。 こ こ で 、 電 極 が つ な が ら な か っ た り
、 剥 が れ た ら 、 壁 の 変 位 量 が 小 さ く な っ て し ま う た め 、 が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
２ 　 ヘ ッ ド 基 板
２ ａ 　 溝
２ ｂ 　 隔 壁
３ 　 電 極
５ 　 ノ ズ ル 板
５ ａ 　 ノ ズ ル 孔
６ 　 供 給 板
６ ａ 　 イ ン ク 導 入 孔
１ ０ 　 ヘ ッ ド 本 体
２ ０ 　 信 号 線
２ １ 　 接 地
８ ０ 　 硬 化 型 接 着 剤
Ａ 　 イ ン ク 室
Ｂ 　 空 気 室
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ２ 】
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